
 「真夏日」「酷暑」などの言葉が、ほぼ毎日

聞かれ、実際も、昼間は外に出るだけで、猛烈

な暑さを感じる夏休みとなりました。 

 そんな、まだまだ残暑の残る中です

が、今朝は、子ども達の元気な「おは

ようございます」の声が、学校に響き

渡りました。今日から２学期です。１学期同様

ご支援・ご協力よろしくお願いいたします。 
 

 子ども達には、１学期の終業式に「何か１つ

力を入れて頑張って！」と話をしましたが、今

朝の校門での挨拶の声から、いい夏休みを過ご

してくれたのかな…、と感じずにはいられませ

んでした。更には、「２学期もがんばるぞ！」

という、子ども達の気持ちが伝わってきて、と

てもうれしく思えました。 
 

 先日発表された長期予報では、９月も「残

暑」どころか「猛暑」がまだまだ残ると予報さ

れています。運動会に関わる練習等は、１０月

あたりから始める予定ですが、それに向けての

体力づくり等、「熱中症」には十分に

気を付けながら活動していきたいと考

えます。ご家庭からも、引き続き、暑

さ対策にご協力お願いします。  

   今年度の２学期は４ヵ月・１８週間・８

０日間と、学期の中では最も長い日

数です。大きな行事の設定や、１学期からの学習

の積み上げもあり、「子ども達が一番伸びる学

期」とよく言われます。行事でいえば９月から始

まる社会見学（学年により月が違います。裏面参照）、１０月

は運動会、１１月は持久走チャレンジ週間等を予

定しています。子ども達にはその行事に向かう

「目標」をしっかり持たせ、やり切った「達成

感・自分の成長」が実感できるよう、一人一人を

支援していきます。 
 

 学習面においても、１時間の授業

を大切に、「この１時間でこんなこ

とが分かった！○○ができるようになった！」な

ど、自分の成長を振り返らせ、また次の時間に、

学びに向かっていけるよう、支援していきます。 
 

 この２学期も、学校・家庭・地域がしっかり連

携を取りながら、教育活動を進めていきたいと考

えます。 

 長い２学期です。途中で気づかれたこと、心配

なこと等がありましたら、いつでも学校まで、ご

連絡ください。その都度話し合い、方針等を設定

しながら、子どもを伸ばしていきましょう。 

 

 この夏休み、水辺の事故のニュースが、例年よ

り多くあったように感じます。また、熱中症にお

いても、連日のように報道されていました。 
 

 子どもたちの周りには、学校内外において様々な

「危険」が存在します。遊具での遊び・廊下を走る・は

さみや刃物の使い方・体育時の様々な運動・登下校

時の交通事故・不審者対応・ネット関連、自然災害や

地震、川・海・湖などの水辺、そして熱中症等、あげて

いけばきりがありません。 
 

  日々の生活の中で、子ども達の横に、いつも教師や

保護者の方がいるわけではありません。「○○に気を

つけや！」とのひと声を、常に発することもできません。 
 

  そこで大切なのは、子どもが様々な場

面において「危険を予測する力」が備

わっていることです。「こんなことをした

ら…。ここの場所では…。」と考えられる

ようになっていかなければなりません。 
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体験を通して学ぶことはたくさんありますが、

事故やケガの体験はしてほしくありません。 
 

  危険を予測するためには、子どもたちに何

が危険なのか、繰り返し教えていくことが必要です。学校

では、各種の避難訓練、廊下歩行や用具の使い方、登下

校時の様子、社会的なニュース等、事あるごとに指導し

ていきます。 

  ご家庭におかれましても、ニュース等で自然災害や交

通事故・犯罪があった時等、様々な「危険」から身を守る

方法を、日々繰り返しご指導願います。 
 

  特にこの学期始め、暑い中での登下校が心配です。夏

休み中、暑い中外出を控え、外で歩く経験も減っている

かと思います。学校では日傘を持ってきている子も増え、

特に下校時、気温も上がり、真上からの直射日光には、

日傘はかなり有効かと思われます。２学期も当面の間、

暑さ・熱中症対策、よろしくお願いします。 
（日傘・汗拭きタオル・冷却グッズ・お茶・スポーツドリンク等） 
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